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嵌合式接合を用いた大断面木質パネル間接合工法の開発 
その４：CLT 耐力壁の水平加力実験結果の検討と耐力評価 

 

 

 

1. はじめに 

前報では実験概要および実験結果の破壊性状について

述べた。本報では実験結果による荷重－変形関係や各特

性値，実験値と計算値の比較について述べる。 

2. 荷重－変形関係 

図-1 に各試験体の層せん断力－層間変形角関係を，図-2

にその包絡線の比較を示す。前報で述べた通り平面の 2D

試験体では全ての試験体で土台のめり込みによる先行降

伏が生じ，その後引きボルトや HD 金物が降伏するような

靭性能に富んだ破壊経過を示したため，押切時まで耐力

低下が生じなかった。立体の 3D-Dow-S 試験体については

壁－壁接合部がせん断破壊した時点で急激な耐力低下が

生じた。そのため，2D 試験体においては壁－壁接合部の

破壊性状の違いによる構造性能への影響は確認されなか

ったが，せん断破壊型試験体のように，圧縮面（下面）

が大きい（フィンガーや木ダボの幅 h が長さ l に比べて大

きい）ほど，初期剛性が大きくなることを確認した。ま

た，提案型接合工法を用いることで，初期剛性が向上し，

設計のクライテリアである損傷限界(1/150rad.)，安全限界

(1/30rad.)にあたるような変形角においては，従来型の試

験体に比べ高い保有耐力を有していることを確認した。 

3. 各種特性値の比較 

各試験体における特性値の一覧を表-1 に，基準せん断耐

力の比較を図-3 に示す。2D 試験体について，提案型接合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表-1 各特性値一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-2 包絡線の比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

正会員 ○青木 和巳*1 同 小島 慎平*2 

同 晉  沂雄*3 同 前田 匡樹*4 
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試験体名

図-1 層せん断力—層間変形角関係 
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工法を用いることで剛性および基準せん断耐力の向上を

確認した。3D 試験体では，直交壁がパネル脚部のめり込

みや浮き上がりを抑制し，最大耐力や初期剛性が向上し

た。しかし，3D-Dow-S は壁－壁接合部のせん断破壊が先

行したため，急激な耐力低下が生じ，0.2 Pu√(2μ-1)の耐力

指標が小さくなり，基準耐力が低下した。よって，3D 試

験体においては圧縮破壊型のように靭性能が高い接合形

式とすることで，基準せん断耐力を向上させることがで

きると考えられる。3D-Spl-S については壁－壁接合部の

耐力や剛性が低く，試験体自体の耐力や剛性に及ぼす影

響が小さいため，脆性的な挙動を示さなかったと考えら

れる。また，殆どの試験体で 0.2 Pu√(2μ-1)の耐力指標が最

小値となり，基準せん断耐力が決まっているため，靭性

能を向上させることで，さらに基準耐力が向上すること

が考えられる。 

3. 実験値と計算値の比較 

既往の研究 2)で提案されている耐力算定式(1)を用いて， 

最大耐力の計算値と実験値の比較を行った(図-5)。各接合

部強度は既往の研究 3)や材料試験から得られた各材料強度

から算定を行った。スプライン接合や圧縮破壊想定型の

試験体については概ね計算値が実験値を捉えているが，

木ダボや嵌合によるせん断破壊想定型試験体については

実験値が計算値を大きく下回った。これは，フィンガー

や木ダボに正負交番によるせん断力が作用すると下面と

上面の両面からせん断ひび割れが生じ，単調載荷による

要素実験と破壊メカニズムが異なることが原因であると

考えられるが，詳しい原因は今後の検討課題である。 

�� = �����	
 ℎ� 
 + �����	� ℎ� 
 + ���	 ℎ� 
               (1) 

ここで，��：最大耐力，����：脚部引張側接合部強度，

����：壁パネル間接合部強度，ℎ：壁パネル高さ，	
：壁

パネル 1 枚の幅，	�：圧縮側脚部から壁パネル間接合部
までの距離，��：パネル 1 枚に作用する鉛直荷重 

4.まとめ 

CLT を 2 枚接合した耐力壁に対し，水平加力試験を行

い，以下の知見を得た。 

1) フィンガーや木ダボ接合の提案型接合工法を用いた耐

力壁について，圧縮破壊型の試験体については材料強

度やパネル・接合部形状から最大耐力を概ね推定でき

るが，せん断破壊型の試験体については計算値が過大

評価となった。 

2) CLT 平面壁の 2D 試験体において，提案型接合工法を用

いたすべての試験体において，従来型試験体(2D-Spl-S)

よりも基準耐力および剛性の向上が確認し，設計のク

ライテリアになるような変形角時に高い保有耐力を有

していることを確認した。 

3) CLT 立体壁の 3D 試験体において，直交壁がパネル脚部

のめり込みや浮き上がりを抑制したことで，耐力や剛

性が向上する。 
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図-3 基準せん断耐力の比較 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-4 実験値と計算値の比較 
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